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	応用
	抗原情報
	背景
	SOD1（可溶性スーパーオキシドディスムターゼ1）、別名ALS。このタンパク質は銅イオンと亜鉛イオンに結合し、体内のフリースーパーオキシドラジカルを破壊する2つのアイソザイムのうちの1つです。コードされているアイソザイムは可溶性の細胞質タンパク質で、ホモダイマーとして作用し、自然発生的ではあるが有害なスーパーオキシドラジカルを分子状酸素と過酸化水素に変換します。もう1つのアイソザイムはミトコンドリアタンパク質です。この遺伝子の変異は、運動ニューロンの進行性変性疾患である家族性筋萎縮性側索硬化症（ALS）の原因として関与していることが示唆されています。この遺伝子には、まれな転写バリアントが報告されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela（1）、NIH/3T3（2）、A549（3）、A431（4）細胞溶解物に対するSOD1マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	SOD1マウスmAb（緑）を用いたPANC-1細胞（左）およびSKBR-3細胞（右）の共焦点免疫蛍光染色。赤：DY-554ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	SOD1マウスmAb（緑）を用いた3T3-L1細胞の共焦点免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	SOD1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した A431 細胞のフローサイトメトリー分析。

